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再生資源の利用の促進について

　平成３年４月26日付けで公布された「資源の有効な利用の促進に関する法
律」（平成３年法律第48号）は、関係政省令及び主務大臣による告示とともに、
本年10月25日から施行されたところである。
　建設工事において再生資源の利用を促進するためには、建設工事の発注者の
役割が重要であり、建設工事の実施にあたっては、本法を踏まえ再生資源の利
用の促進に努めることが必要である。
　ついては、建設工事の実施にあたり、下記事項について十分留意のうえ、建
設工事の請負者と相互に協力しつつ再生資源の利用の促進に努められたく通知
する。
　なお、建設経済局長より建設業者団体の長あてに別添の通知がなされたとこ
ろであるので申し添える。

記

１．再生資源の利用
⑴ 　再生資源の利用の促進に関する法律（以下「法」という。）第二条第二
項の規定に基づき、土砂、コンクリートの塊及びアスファルト・コンク
リートの塊について、建設業が特定業種に定められたところである。
　建設工事の発注を行うに際しては、法第四条に基づき再生資源を利用す
るよう努めること。
　この場合、再生資源の利用の促進に関する基本方針（平成３年環境庁、
大蔵省、厚生省、農林水産省、通商産業省、運輸省、建設省告示第１号
（以下「基本方針」という。）に基づいて実施すること。
⑵ 　設計にあたっては、品質等に配慮しつつ可能な限り再生資源を利用する
ことに努めること。
　利用する場合は、必要な事項を設計図書において明示すること。また、
明示された条件に変更が生じた場合は設計変更により適切に対応するこ
と。
⑶ 　積算にあたっては、必要な費用を計上すること。特に、再生資源につい
て資材として価格を設定する場合は、地域の実態に即した実勢価格の把握
に努めること。
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２．指定副産物に係る再生資源の利用の促進
⑴ 　法第二条第五号の規定に基づく指定副産物として、建設業では、土砂、
コンクリートの塊及びアスファルト・コンクリートの塊及び木材が定めら
れたところである。
　建設工事の発注を行うに際しては、可能な限りこれらの建設業に係る指
定副産物を再生資源として利用することを促進すること。
　この場合、基本方針に基づいて実施すること。
⑵ 　設計にあたっては、建設副産物の発生の抑制に資する施行方法又は資材
の選択に努めること。また、建設工事を施行する場所の状況、再資源化施
設の立地状況等を踏まえ、可能な限りに工事現場における建設副産物の分
別並びに破砕又は切断、再資源化施設等への搬出等を条件として付するこ
とに努めること。
　これらについて、必要な事項を設計図書において施行条件として明示す
ること。また、明示された条件に変更が生じた場合は設計変更により適切
に対応すること。
⑶ 　積算にあたっては、必要な費用を計上すること。特に、工事現場から再
資源化施設等までの運搬費用及び再資源化施設の受入れに要する費用等を
適正に計上すること。

３ ．各事業執行機関における再生資源の利用の促進を図るため、地方建設局と
地方公共団体等との緊密な連携を図り、情報交換を活発に行うこと。
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再生材の使用に関する取扱いについて

１．再生材の種類１．再生材の種類１．再生材の種類１．再生材の種類（１）再生クラッシャラン再生クラッシャランは、所要の修正ＣＢＲと粒度が得られるように路盤発生材、再生骨材、あるいはこれらを混合し、必要に応じて補足材を加えた再生資材をいう。（２）再生粒度調整砕石再生粒度調整砕石は、所要の修正ＣＢＲと粒度が得られるように路盤発生材、再生骨材、あるいはこれらを混合し、必要に応じて補足材を加えて粒度と含水比を調整した再生資材をいう。（３）再生コンクリート砂再生コンクリート砂は、セメントコンクリート発生材を破砕または解砕し、所定の粒度に調整し、必要に応じて補足材を加えた再生資材をいう。（４）再生加熱アスファルト混合物アスファルトコンクリート再生骨材に、必要に応じて再生用添加剤、新アスファルトや補足材を加えて製造した加熱アスファルト混合物をいい、道路舗装の表層・基層に適用する。【用語の説明】路盤発生材とは、舗装発生材のうち、路盤から発生する砕石、クラッシャラン、粒度調整砕石、セメント安定処理路盤材、鉄鋼スラグ等の発生材をいう。再生骨材とは、アスファルトコンクリート再生骨材、セメントコンクリート再生骨材、路盤再生骨材の総称をいう。アスファルトコンクリート再生骨材とは、アスファルトコンクリート発生材を破砕または解砕し、分級した骨材をいい、これには舗装発生材中のアスファルトを含む。【注 意 事 項】工事で発生したコンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊は、産業廃棄物であるとともに、再生資源としても位置づけられるものである。再利用するには、有価物にするための再生処理をおこなう必要がある。① 再資源化施設で再生材として処理されたものを有償で買い取り、工事で使用する。① 再資源化施設で再生材として処理されたものを有償で買い取り、工事で使用する。① 再資源化施設で再生材として処理されたものを有償で買い取り、工事で使用する。① 再資源化施設で再生材として処理されたものを有償で買い取り、工事で使用する。② 移動式破砕機・仮設プラント等で自ら中間処理を行い、使用目的(場所)の品質・規格② 移動式破砕機・仮設プラント等で自ら中間処理を行い、使用目的(場所)の品質・規格② 移動式破砕機・仮設プラント等で自ら中間処理を行い、使用目的(場所)の品質・規格② 移動式破砕機・仮設プラント等で自ら中間処理を行い、使用目的(場所)の品質・規格に適合する有価物である再生クラッシャラン等にして使用する。に適合する有価物である再生クラッシャラン等にして使用する。に適合する有価物である再生クラッシャラン等にして使用する。に適合する有価物である再生クラッシャラン等にして使用する。（使用にあたっては、廃棄物処理法の手続き等に注意してください（使用にあたっては、廃棄物処理法の手続き等に注意してください（使用にあたっては、廃棄物処理法の手続き等に注意してください（使用にあたっては、廃棄物処理法の手続き等に注意してください。。。。））））※「有価物」－－－－－－－－－他人に有償で売却できるもの
２．適用工種２．適用工種２．適用工種２．適用工種再 生 材 適 用 工 種舗装の下層路盤材料再生クラッシャラン 土木構造物の基礎材・裏込材・埋戻材※ただし、アスファルトコンクリート再生骨材を含※ただし、アスファルトコンクリート再生骨材を含※ただし、アスファルトコンクリート再生骨材を含※ただし、アスファルトコンクリート再生骨材を含む場合は、河川構造物に使用してはならない。む場合は、河川構造物に使用してはならない。む場合は、河川構造物に使用してはならない。む場合は、河川構造物に使用してはならない。再生粒度調整砕石 舗装の上層路盤材料、埋戻材再生コンクリート砂 電線共同溝、下水道の管路部等の基礎材再生加熱アスファルト混合物 舗装の表層材・基層材

4 - 6


	○再生資源の利用の促進２.pdf
	②別紙＼１、２フローチャート



